
３ 月 定 例 会 ３ 月 定 例 会
平成31年度一般会計予算・
予算審査報告
定例会・臨時会で決まったこと
町政を問う 一般質問
島内現場視察
（議会傍聴のお知らせ）
（住民との意見交換会のお知らせ）

2～3
４～5
6～13

14
14
14

P
P
P
P
P
P

　   

・・・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・ 　

・・・・・・・　　  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・・・・

久米島の人口・世帯数（2019年3月末現在）

男：4,114人　世帯数：3,944世帯
女：3,629人
計：7,743人
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町税

繰入金

諸収入

使用料及び手数料

地方消費税交付金など

町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

消防費

公債費

その他

●一般会計

一般会計当初予算８４億７８６２万円を可決８４億７８６２万円を可決８４億７８６２万円を可決
歳入・当初予算年度比較（千円以下切り捨て）
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平成31年度
予 算 総 額
100億5,949万円100億5,949万円100億5,949万円

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
下水道事業特別会計
水 道 事 業 会 計
　 合 　 　 計 　

84億7,862万円
９億４,901万円

7,725万円
2億6,814万円
2億8,645万円

100億5,949万円

24.6%増加
0.4%増加
5.8%増加
1.6%減少
0.4%減少
20.0%増加

●一般会計 歳出・目的別年度比較（千円以下切り捨て）平成30年度平成31年度
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３億4452万円３億4452万円３億4452万円
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１４億2525万円１４億2525万円１４億2525万円
１４億8868万円１４億8868万円１４億8868万円

１6億3128万円１6億3128万円１6億3128万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28億1573万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28億1573万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28億1573万円

　収入総額に占める地方交付税の割合が 36.9％を占めており、また、国や県から使い道を指定され
て交付される国庫・県支出金の割合が 34.5％となっています。国や県から配分、支出される財源に
大きく依存していることがうかがえます。また、新規事業等に充てられる町債の借入が増大となるた
め今後厳しい財政運営が求められます。一方、町民の皆様に納めていただく町税 7.8％ , 財産収入や
使用料、手数料などの諸収入が 4.9％となっており自主財源が非常に乏しい状況となっています。

　今年の歳出の内訳を見ると、行政の運営経費や沖縄振興特別推進交付金事業、沖縄離島活性
化推進事業を計上している経費（総務費）が 33.2％と割合が高く、次に福祉の充実に係る経費
（民生費）が 17.6％と続いています。次に、農林水産事業振興等に係る経費（農林水産費）が
10.3％、借金の返済である公債費が 8.4％となっており、全体の約 69.5％を占めています。

5億 10億 15億 20億 25億 30億

■一般会計
　Q　町債は、前年度比、４憶７００万円増の８憶３６０万円を計上しているが、主な事業は。
　A　�過疎対策事業債ソフト事業、複合型防災・生涯学習機能施設整備事業、風の帰る森プロジェクト推進事業、兼城港旅客ターミナル

整備事業、博物館機能強化事業となっている。
　Q　�久米島町空き家活用事業は、町内の空き家の実態は。
　A　所有者の意向確認と利活用の方針施策に向け、建物の状態を分析できる専門的なスキルと技術を持った業者に委託する方針です。
　Q　�沖縄県海岸漂着物地域対策推進事業とは。
　A　�海岸に漂着したごみを一部回収しその発生源などを調査分析し、小中学生を対象にした漂着ごみに関する知識を深めるための環境

教育も含めた事業費です。漁港などの漂着物については、漁協と関係課と調整して対応している。
　Q　�堆肥センターの運営について。
　A　�ゆいファームから指定管理を終了したいとの申し出があり、町ホームページで公募していますが、現在、農協と日本管財の２社か

ら問い合わせがありる。
　Q　�宇江城城跡線の整備事業について。
　A　�県道方面からの延長は２．５キロメートルで、幅員は６．５メートルに拡幅します。実施設計を予定しています。また、ラムサール

条約の流域に近いことから、環境に配慮しながら取り組んでいきます。
　Q　�前村幸秀人材育成事業とは。
　A　�国公立の大学や偏差値５０以上の大学に進学する生徒対し、授業料の半額を補助する給付型の助成制度です。

　　予算審査は、議長を除く13人の委員で構成された特別委員会を設置し、3月 14日・15日の 2
日間にわたって審議しました。
　審議の中から、主な質疑内容を報告します。
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　国民健康保険特別会計
　Q　�平成３１年度歳入歳出の予算総額は、９憶４千９百１万１千円で、対前年度比、３９１万５千円（０．４％）の増額になっています。
　A　�平成３０年度の特定検診の受診率は、年度途中でありますが、２月末現在で４５．７パーセントとなっています。平成３１年度の特定検

診受診率の目標を５０パーセントに設定しているので、受診率を上げるためには早めに周知活動を行い、必要に応じて電話での呼びかけ
などをし、多くの町民が受診できるように努めます。

　
　後期高齢者医療特別会計
　Q　�平成３１年度歳入歳出の予算総額は、７千７２５万８千円で、対前年度比、４２５万３千円で（５．８％の増額）となっている。
　A　�沖縄県後期高齢者健康長寿訪問指導事業は、後期高齢医療広域連合と公立久米島病院が委託契約をし、公立病院の看護師２名で５８件の

訪問指導を実施しています。今後も、広域連合、公立病院、久米島町が連携し、引き続き継続して実施します。
■特別会計
　水道事業特別会計
　Q　�平成３１年度の給付戸数・年間給水量は。
　A　�給水戸数は、３，８９１戸で、年間給水量９５万９３６立方メートルの予定、水は、住民生活のライフラインであることから、施設や老

朽化した機器等については計画的に更新して、急な断水等発生しないよう対策します。　
　下水道事業特別会計
　Q　平成３１年度の下水道管工事は。
　A　�下水道管工事をした後の舗装については、面積が小さいため３、４ケ月に１回まとめて施行しています。今後、危険な箇所がないか点検

して早めに対応したい。
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３月定例会で
決まったこと

で
決まったこと

で
決まったこと

　平成 31年 3月（第 3回）定例会は、3
月 11日から 27日の 17日間の日程で行
われました。
　定例会では、平成 31年度の予算をは
じめ議案 20件、発議 1件を審議し、す
べて原案どおり可決されました。12 日
（火）、13日（水）の一般質問では 8人が
登壇し活発な審議が行われました。

平成 3 0 年度補正予算 	 ※全員賛成

●一般会計補正予算（第 8号）　
７５億８４７３万円（１億３０２７万円減）

●国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
１０億４３７５万円（１０５２万円減）　　

●後期高齢者特別会計補正予算（第３号）
７２５７万円（２３２万円減）　　　　　

●下水道事業特別会計補正予算（第３号）
２億８８７５万円（１８７万円減）

平成 3 1 年度予算 	 ※全員賛成

●一般会計予算　　　

●国民健康保険特別会計予算

●後期高齢者医療特別会計予算

●水道事業会計予算　

●下水道事業特別会計予算
（詳しくは２～３ページをご覧ください）

条例の改正 	 ※全員賛成
●�久米島町火災予防条例の一部を改正する条例

　不正競争防止法等の一部を改正する法律の公

布及び消防法令違反対象物に係る公表制度の実

施に伴い、久米島町火災予防条例の一部を改正

する必要がある。

●�前村幸秀人材育成基金条例の一部を改正す
る条例

　意欲、能力のある学生を、前村幸秀人材育

成基金で支援することにより、安心して学べ

る修学機会の確保が図られ、将来の久米島の

担い手となる人材育成に繋げていく。その為、

引き続き事業を継続していく必要があり、基

金の処分額を改正する必要がある。

●�久米島町ふるさと寄附金積立基金条例の
一部を改正する条例

　ふるさと寄附金積立基金を、より効果が高

く柔軟に活用する為、久米島町ふるさと寄附

金積立基金条例を改正する必要がある。

●�久米島町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

　国民健康保険法施行令の一部を改正する政令

（平成３１年政令第１５号）が平成３１年１月

２５日に公布されたことに伴い、久米島町国民

健康保険税条例の一部を改正する必要がある。

一般審議 	 ※全員賛成

●�久米島町老人福祉施設の指定管理者の指定
について

　現行の指定管理者の指定の期間が平成３１

年３月３１日で終了するため、指定管理者を

再指定する必要がある。

●�海洋深層水温浴施設（バーデハウス久米島）
の指定管理者の指定について
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現行の指定管理者の指定の期間が平成３１年

３月３１日で終了するため、指定管理者を再

指定する必要がある。

●�奥武島キャンプ場施設の指定管理者の指定
に�ついて

　現行の指定管理者の指定の期間が平成３１

年３月３１日で終了するため、指定管理者を

再指定する必要がある。

●�久米島町イーフ情報連絡施設の指定管理者
の指定について
　現行の指定管理者の指定の期間が平成３１

年３月３１日で終了するため、指定管理者を

再指定する必要がある。

●�久米島紬伝統工芸品産業振興施設の指定管
理者の指定について

　現行の指定管理者の指定の期間が平成３１

年３月３１日で終了するため、指定管理者を

再指定する必要がある。

●振興通り駐車場の指定管理者の指定について

　現行の指定管理者の指定の期間が平成３１

年３月３１日で終了するため、指定管理者を

再指定する必要がある。

●�沖縄県消防通信指令施設運営協議会規約の
変更について

　沖縄県消防通信指令施設運営協議会を設け

る特別地方公共団体の名称変更に伴う同協議

会規約を別紙のとおり変更することについて

協議したので、地方自治法第２５２条の６の

規定により、議会の議決を求めるものである。

議員提出 	 ※全員賛成

●久米島町議会傍聴規則の一部を改正する規則

3   月  定  例  会

第 1回臨時会で
決まったこと決まったこと決まったこと

会期：平成３1年 2月 5日

平成３０年度補正予算 	 ※全員賛成
●�一般会計補正予算（第７号）　　　　　　　　　
　　７７億１５０１万円（１憶５２５３千円増）

会期；平成３1年 2月１8日

議決内容の一部変更について	※全員賛成
●議決内容の一部変更
平成３０年第６回久米島町議会臨時会で議案第４５号を
もって議決された久米島町仲里庁舎屋根外壁改修工事請
負契約に係る議決内容の一部変更する。

契約金額中
「５５，６７４，０００円」を
「７８，６７８，０００円」に変更する。

久米島町仲里庁舎屋根外壁改修工事について、屋根外壁
等の修繕補修箇所の数量増に伴い契約金額を変更するも
のである。

第２回臨時会で
決まったこと決まったこと決まったこと
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吉永　浩 議員

質問と答弁の内容を要約して掲載しています。
※ここでは年号（平成）を省略しております。

問

答

町民との意見交換会は

３１年度行う方向

吉
永

町
民
と
の
意
見
交
換
の
場

は
も
っ
た
か
。

町
長

必
要
で
あ
る
が
、
30
年
度

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

吉
永

島
の
課
題
を
自
分
事
と
し

て
考
え
る
機
会
が
必
要
。
町
長
と

町
民
の
対
話
の
場
を
持
つ
事
に
最

大
限
努
力
を
。

町
長

極
力
持
つ
方
向
で
進
め

る
。

吉
永

郷
友
会
と
の
連
携
は
。

町
長

ふ
る
さ
と
納
税
、
空
き
家

対
策
等
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

吉
永

島
出
身
者
と
共
に
島
一
丸

と
な
っ
て
町
づ
く
り
を
進
め
て
ほ

し
い
。

町
長

郷
友
会
か
ら
、
故
郷
を
想

い
外
か
ら
見
た
貴
重
な
意
見
が
あ

り
、
反
映
で
き
る
よ
う
に
連
携
し

て
い
く
。

問
施
政
方
針
は

答

人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る

吉
永

施
政
方
針
で
述
べ
た
政
策

は
人
口
減
少
歯
止
め
に
繋
が
っ
て

い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

久
米
島
町
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
。
施

政
方
針
は
そ
の
部
分
を
大
き
く
捉

え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

吉
永

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
町
長
は
、

今
後
の
町
づ
く
り
を
行
う
上
で
、

こ
れ
ま
で
通
り
８
５
０
０
人
を
目

指
す
の
か
。
そ
れ
と
も
、
人
口
減

少
を
認
め
て
緩
や
か
な
人
口
減
少

を
め
ざ
す
の
か
。

町
長

将
来
的
に
は
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
や
、
古
民
家
の
有

効
利
用
に
お
け
る
移
住
を
積
極
的

に
行
い
8
5
0
0
人
を
目
指
す
。

吉
永

農
地
集
積
に
は
目
標
の
数

値
化
が
必
要
で
は
。

産
業
振
興
課
長

以
前
は
年
間

15
h
a
集
積
の
目
標
は
あ
っ
た
。

し
か
し
今
の
職
員
体
制
で
は
厳
し

い
。

吉
永

確
実
に
進
め
る
為
に
職
員

の
配
置
が
必
要
で
は
。

町
長

新
年
度
、
内
部
で
協
議
し

た
い
。

吉
永

フ
ェ
リ
ー
更
新
が
決
ま
っ

た
。
運
賃
及
び
輸
送
コ
ス
ト
低
減

の
交
渉
は
。

町
長

コ
ス
ト
低
減
は
、
２
隻
目

の
買
取
り
支
援
が
で
き
た
時
点
で
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
要
請
し
て

い
き
た
い
。

吉
永

教
育
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

教
育
の
ゴ
ー
ル
は
何
か
。

教
育
長

島
に
誇
り
を
心
に
夢

を
。
そ
う
い
っ
た
心
情
を
育
て
る

事
が
私
た
ち
の
ゴ
ー
ル
。

吉
永

政
策
と
は
、
現
状
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
目

標
と
目
的
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
と
の
組
み
合
わ
せ
。
ふ

る
さ
と
教
育
も
人
口
減
少
に
繋
が

っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

全
て
が
島
に
残
り
な
さ
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現
し
、
世
界
に
羽
ば

た
け
る
人
材
を
育
て
た
い
。
各
家

庭
で
自
分
達
家
族
が
将
来
ど
う
あ

る
べ
き
か
考
え
て
ほ
し
い
。

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
高
校
生
の
バ
ス
通
学
費

補
助
に
つ
い
て

問
久
米
島
町
堆
肥
工
場
に

つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
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問

答

久米島モデルの推進を

県と協議する

盛本　實 議員

盛
本

海
洋
深
層
水
複
合
利
用

「
久
米
島
モ
デ
ル
」は
、
本
町
に
お

け
る
経
済
効
果
が
年
間
約
80
憶
円
、

雇
用
効
果
が
１,
５
０
０
名
以
上
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
国
も
沖
縄
経
済
へ
の
高
い
波

及
効
果
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
も

先
導
的
な
モ
デ
ル
と
な
る
と
判
断

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
遅
々

と
し
て
事
業
が
進
ま
な
い
原
因
は

何
な
の
か
。

町
長

事
業
規
模
、
内
容
、
財
源

負
担
な
ど
か
な
り
大
規
模
で
あ
り
、

県
の
担
当
部
局
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
町
の
対
応
を
構
築
し
て
い
く
。

ま
た
、
事
業
実
現
の
た
め
に
政
策

参
与
を
配
置
し
、
国
及
び
県
と
の

パ
イ
プ
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
観
光
振
興
は

答

観
光
基
本
計
画
を
進

め
る

盛
本

第
２
次
久
米
島
町
観
光
振

興
基
本
計
画（
２
０
１
９
～

２
０
２
３
）に
お
い
て
、
５
年
間
の

成
長
目
標
と
し
て
、
観
光
入
域
客

数
を
年
間
13
万
人
、
観
光
収
入
を

93
憶
円
と
設
定
し
て
い
る
が
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

町
長
「
観
光
人
材
の
育
成
・
確

保
」「
島
の
資
源
を
活
用
し
た
通
年

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
」「
外
国
人

観
光
客
対
応
の
強
化
」を
重
点
項
目

と
し
て
取
り
組
む
。

盛
本

観
光
振
興
の
担
い
手
で
あ

る
観
光
協
会
の
活
動
支
援
方
法
は
。

町
長

町
の
施
策
に
基
づ
き
観
光

協
会
に
お
い
て
実
施
す
る
事
業
を

中
心
に
国
や
県
の
補
助
事
業
も
活

用
し
支
援
を
行
う
。

問
定
数
確
保
対
策
を

答

魅
力
化
の
推
進

盛
本

久
米
島
高
校
の
魅
力
化
事

業
の
一
環
で
あ
る
離
島
留
学
制
度
、

地
域
支
援
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
設

置
に
つ
い
て
は
一
定
の
効
果
は
出

て
い
る
が
、
未
だ
に
定
員
確
保
に

つ
い
て
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

行
政
と
し
て
久
米
島
高
校
の
維
持

存
続
を
図
る
た
め
の
対
策
は
。

町
長

久
米
島
高
校
魅
力
化
会
議

の
充
実
と
更
に
踏
み
込
ん
だ
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
す
る
と
共
に
、
高
校
側

へ
の
魅
力
化
推
進
委
員
の
配
置
を

検
討
す
る
。

海洋深層水で経済・雇用効果が見込まれる研究所

くめじま議会だより № 68
2019（令和 元）年 6 月１日7

町政のここを問う



喜久里　猛 議員

問

答

施政方針から

各事業を検討していく

喜
久
里

収
入
保
険
制
度
と
は
、

ど
の
よ
う
な
保
険
か
、
補
助
は
あ

る
か
。

町
長

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

方
が
対
象
者
で
、
農
作
物
の
販
売

収
入
全
体
が
対
象
、
保
険
期
間
の

収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回

っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９

割
を
上
限
と
し
て
補
填
さ
れ
る
。

保
険
料
・
積
立
金
を
支
払
っ
て
加

入
。

喜
久
里

７
月
１
日
就
航
予
定
フ

ェ
リ
ー
名
と
ト
ン
数
は
。

町
長

船
名
が「
フ
ェ
リ
ー
海

邦
」、
総
ト
ン
数
は「
１,
２
０
０

ｔ
」。

喜
久
里

高
速
船
の
導
入
に
継
続

要
請
と
あ
る
が
、
導
入
の
意
思
決

定
は
し
た
か
。

町
長

高
速
船
導
入
支
援
は
、
沖

縄
県
か
ら
非
常
に
困
難
と
回
答
を

得
て
い
る
。
27
年
度
に
調
査
し
た

結
果
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、

導
入
の
意
思
決
定
に
は
至
っ
て
な

い
。
支
援
制
度
適
用
の
見
通
し
が

立
て
ば
財
源
確
保
及
び
収
支
計
算

が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
導
入

の
判
断
を
行
い
た
い
。

喜
久
里

じ
ん
ぶ
ん
館
は
、
い
っ

ぱ
い
だ
が
新
し
い
寮
の
計
画
は
、

新
年
度
予
算
に
調
査
費
は
計
上
さ

れ
て
い
る
か
。

町
長

今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
増

設
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
、
新

年
度
予
算
に
調
査
費
の
計
上
は
し

て
い
な
い
。

喜
久
里

公
立
久
米
島
病
院
産
婦

人
科
再
開
は
断
念
し
た
の
か
。

町
長

大
変
厳
し
い
現
状
で
あ
る

が
、
公
立
久
米
島
病
院
の
産
婦
人

科
再
開
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
環
境
整
備
に
努
め
る
。

喜
久
里

公
営
霊
園
の
駐
車
場
の

拡
張
と
景
観
の
配
慮
と
は
現
施
設

の
周
囲
の
こ
と
か
。

町
長

霊
園
周
辺
の
緑
化
に
よ
る

景
観
形
成
に
努
め
る
。
ま
た
、
土

地
利
用
計
画
や
景
観
を
阻
害
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
営
霊
園
の
整

備
を
し
、
霊
園
へ
の
移
転
誘
導
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
墓

地
の
散
在
化
抑
制
と
整
理
、
景
観

へ
の
配
慮
が
図
ら
れ
る
。
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問

答

受託料金を助成する考えは

前向きに検討したい

崎村　正明 議員

崎
村

農
家
か
ら
ハ
ー
ベ
ス
タ
受

託
料
金
が
高
く
利
用
で
き
な
い
と

い
う
声
が
か
な
り
多
く
伺
え
る
。

本
町
は
、
年
々
高
齢
化
が
進
み
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
が
厳
し
い
状

況
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
地
域
と

比
較
す
る
と
ハ
ー
ベ
ス
タ
収
穫
率

が
低
く
料
金
も
割
高
で
あ
る
。
今

後
、
機
械
化
推
進
の
流
れ
は
変
わ

ら
な
い
と
思
う
為
、
行
政
が
中
心

と
な
り
久
米
島
製
糖
、
J
A
久
米

島
と
３
者
で
協
議
し
ハ
ー
ベ
ス
タ

受
託
料
金
を
助
成
す
る
考
え
は
あ

る
か
。
町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長

現
在
、
機
械
化
に
よ
る
収

穫
率
を
上
げ
る
た
め
、
ハ
ー
ベ
ス

タ
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

受
託
料
金
の
見
直
し
や
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問
小
中
学
校
の
教
室
の

冷
房
設
備
は

答

分
割
発
注
し
工
期
を

早
め
る

崎
村

31
年
２
月
５
日
臨
時
会
に

て
、
緊
急
性
を
必
要
と
す
る
補
正

予
算
で
可
決
さ
れ
た
が
、
工
期
は
、

11
月
ま
で
に
設
置
完
了
と
の
こ
と

で
す
が
早
め
に
工
事
発
注
し
、
島

内
業
者
に
分
割
発
注
す
る
等
し
て
、

猛
暑
で
勉
強
す
る
子
ど
も
達
の
た

め
早
め
に
全
て
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長

早
期
に
、
子
ど
も
達
が

快
適
な
教
室
環
境
で
授
業
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
空
調
設
備
設
置

工
事
を
発
注
す
る
際
は
、
で
き
る

だ
け
分
割
発
注
を
行
う
こ
と
で
工

期
を
早
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
る
。

受託料金助成を求めるハーベスタ

小中学校普通教室へクーラー設置を
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仲村　昌慧 議員

問

答

女性の登用を

登用率を高めたい

仲
村

本
町
の
管
理
職
の
女
性
比

率
と
県
内
市
町
村
平
均
比
率
は
。

町
長

本
町
は
管
理
職
の
女
性
登

用
率
は
4.8
％
、
県
内
市
町
村
の
平

均
は
12.
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

仲
村

管
理
職
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長

管
理
職
の
女
性
登
用
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
女
性
割
合
が
現

在
26
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
増
え
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
分
野
へ

の
人
事
配
置
や
女
性
職
員
が
能
力

を
発
揮
で
き
る
機
会
を
創
出
し
、

女
性
登
用
の
割
合
を
高
め
て
い
き

た
い
。

仲
村

４
年
前
の
女
性
登
用
率

11.
１
％
か
ら
、
今
年
4.6
％
と
半
減

し
て
い
る
。
女
性
登
用
率
が
後
退

し
、
進
ま
な
い
理
由
は
。

町
長

昨
年
ま
で
は
２
人
い
た
管

理
職
が
１
人
が
退
職
さ
れ
て
率
と

し
て
は
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
、
班
長
ク
ラ
ス
が
あ
と
２
、３
年

で
は
管
理
職
に
時
期
的
に
も
人
材

と
し
て
は
い
る
と
み
て
お
り
、
近
々

率
が
県
以
上
に
な
る
可
能
性
も
十

分
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
女
性
議
会
の
開
会
を

答

担
当
部
局
と
調
整
し

進
め
る

仲
村

女
性
議
会
を
開
催
し
、
女

性
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
女
性
の
視
点
で
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
女
性
議
員
の

誕
生
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
女
性
議
会
を
開
催
で
き
な
い

か
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

女
性
の
意
見
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
女
性
が
政

治
に
参
画
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。
31
年
度
に
お
い
て

「
久
米
島
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」と
条
例
に
基
づ
く
基
本
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
基
本
計

画
策
定
で
は
、
審
議
会
を
設
置
し

女
性
登
用
に
つ
い
て
効
果
的
な
取

り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
予
定
で

あ
る
。
女
性
議
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
審
議
会
で
検
討
し
た
い
。

仲
村

今
年
11
月
に
議
会
議
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
９
月
ま

で
に
は
女
性
議
会
を
開
催
し
て
ほ

し
い
が
。

町
長

女
性
議
会
を
や
っ
て
、
そ

の
中
か
ら
議
員
に
な
り
た
い
と
い

う
方
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
。
担

当
部
局
と
も
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

10

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
大
田
昌
秀
先
生
の
顕
彰

事
業
に
つ
い
て

問
久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
に
つ

い
て
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問

答

施政方針より施策の実現を

課題解決に取り組む

玉城　安雄 議員

玉
城

少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い

手
不
足
解
消
の
た
め
の
施
策
で
あ

る
青
年
就
農
給
付
金
や
農
地
集
積

に
つ
い
て
今
後
の
見
解
は
。

町
長

青
年
就
農
給
付
金
は
こ
れ

ま
で
31
名
、
農
地
集
積
は
24.
2
ha

の
実
績
が
あ
り
数
値
目
標
を
掲
げ

推
進
に
取
り
組
む
。

玉
城

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
増
産
増
収

に
つ
い
て
は
機
械
化
が
最
も
有
効

だ
が
機
械
化
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

町
長

現
在
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
29
台

稼
働
し
新
規
に
2
台
導
入
予
定
で

あ
る
。
管
理
機
会
も
含
め
今
後
も

機
械
化
の
推
進
に
取
り
組
む
。

玉
城

機
械
化
に
つ
い
て
は
生
産

者
の
意
識
改
革
も
重
要
だ
と
考
え

る
が
。

産
業
振
興
課
長

圃
場
の
在
り

方
や
機
械
化
に
よ
る
作
業
効
率
や

コ
ス
ト
削
減
等
の
講
習
会
等
や
っ

て
い
き
た
い
。

玉
城

優
良
雌
牛
導
入
事
業
や
自

家
保
留
事
業
で
子
牛
の
品
質
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
母
牛
の
増

頭
に
つ
い
て
現
状
は
。

町
長

両
事
業
に
よ
り
26
年
度
の

1
9
8
9
頭
か
ら
2
5
5
1
頭
に

増
え
て
い
る
。

玉
城

あ
と
3
年
で
一
括
交
付
金

も
終
わ
る
予
定
で
あ
る
。
導
入
事

業
に
反
比
例
し
自
家
保
留
が
減
少

し
て
い
る
が
今
後
の
こ
と
も
踏
ま

え
自
家
保
留
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
課
長

子
牛
の
セ
リ

単
価
に
お
い
て
も
母
牛
の
増
頭
は

重
要
で
あ
る
。
関
係
者
と
協
力
し

て
取
り
組
む
。

玉
城

高
速
船
導
入
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
。

町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
支
援
制
度

適
用
に
向
け
要
請
し
て
い
く
。

玉
城

離
島
留
学
制
度
が
あ
る

中
、
逆
に
島
か
ら
島
外
に
進
学
す

る
生
徒
も
多
い
と
聞
く
園
芸
科
存

続
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
今
後
の
考
え
方
は
。

町
長

島
外
進
学
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
目
標
を
持
っ
て
い
く
の
で

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
久
米

島
高
校
の
魅
力
化
を
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
分
析
し
更
な
る
魅
力
化

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

教
育
長

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
、

久
米
島
高
校
の
魅
力
、
島
で
学
ぶ

優
位
性
な
ど
時
間
を
か
け
伝
え
て

い
く
必
要
が
有
る
。

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
県
道
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

久米島高校更なる魅力化へ
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赤嶺　秀德 議員

問

答

道路環境の安全対策は

予算の範囲内で計画的に整備

赤
嶺

宮
平
商
店
か
ら
儀
間
漁
港

ま
で
と
県
道
89
号
か
ら
旧
久
米
島

中
学
校
ま
で
の
安
全
対
策
は
。

町
長

通
行
量
が
多
く
な
い
た

め
、
通
航
制
限
は
厳
し
い
。
注
意

喚
起
の
看
板
設
置
等
で
対
処
。

赤
嶺

町
内
の
危
険
個
所
へ
の
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は
。

町
長

危
険
個
所
を
把
握
し
て
予

算
の
範
囲
内
で
整
備
。

赤
嶺

側
溝
及
び
グ
レ
ー
チ
ン
グ

の
キ
シ
ミ
の
整
備
は
。

町
長

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要

望
や
情
報
に
は
速
や
か
に
確
認
し

予
算
の
範
囲
で
対
策
。

問
儀
間
漁
港
の
整
備
は

答

事
業
採
択
に
向
け
取

り
組
む

赤
嶺

儀
間
漁
港
の
港
湾
内
設
備

施
設
整
備
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

町
長

実
態
調
査
を
行
な
い
結
果

に
基
づ
き
事
業
計
画
か
ら
事
業
採

択
に
向
け
取
り
組
む
。

問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

稼
働
状
況
は

答

29
年
度
２
４,
０
７
２

名
が
プ
レ
ー

赤
嶺

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
全
体
の

稼
働
状
況
は
。

町
長

29
年
度
、
2
4,
0
7
2

名
が
プ
レ
ー
。

赤
嶺

新
設
コ
ー
ス
の
状
況
は
。

町
長

新
設
コ
ー
ス
の
み
の
チ
ケ

ッ
ト
が
な
く
把
握
で
き
ず
。

赤
嶺

避
難
所
の
状
況
は
。

町
長

各
種
団
体
等
の
会
議
室
と

大
会
等
の
休
憩
所
と
し
て
利
用
。

12

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
30
年
度
施
政
方
針
の
成

果
は

危険箇所の儀間漁港入口
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問

答

町民へ還元を

要望していきたい

棚原　哲也 議員

棚
原

船
舶
建
造
検
討
委
員
会
に

町
長
、
担
当
課
長
が
参
加
し
て
い

る
か
。

商
工
観
光
課
長

町
の
方
か
ら

は
参
加
し
て
い
な
い
。
分
科
会
は

本
町
で
開
催
さ
れ
、
計
画
に
つ
い

て
は
議
論
さ
れ
て
い
る
。

棚
原

町
が
有
し
て
い
る
久
米
商

船
の
株
は
全
体
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

か
。

総
務
課
長

14.
8
パ
ー
セ
ン
ト
。

棚
原

船
舶
更
新
後
の
町
の
役
割

の
説
明
を
。

商
工
観
光
課
長

協
議
会
で
運

賃
の
負
担
軽
減
等
を
求
め
て
い
き

た
い
。

棚
原

事
業
所
が
運
行
し
て
い
る

航
路
は
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
の
交
付
要
綱
上
、
原
則
と
し

て
法
人
の
資
産
形
成
は
認
め
ら
れ

て
い
な
く
、
黒
字
を
見
込
む
場
合

運
賃
の
割
引
等
、
利
用
者
へ
の
還

元
等
を
検
討
す
る
も
の
と
明
確
に

う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
答
弁
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
長

今
後
、
総
会
に
参
加
し
、

内
容
等
を
チ
エ
ッ
ク
し
住
民
に
還

元
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

問
バ
ス
の
停
留
所
の
整

備
を

答

優
先
的
に
対
応

棚
原

イ
ー
フ
情
報
プ
ラ
ザ
前
は

景
観
条
例
の
重
点
地
域
で
あ
り
、

瓦
屋
根
の
見
た
目
の
い
い
も
の
を

設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

情
報
プ
ラ
ザ
は

自
治
会
長
や
利
用
者
か
ら
の
情
報

も
あ
り
、
優
先
的
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
設
備
点
検
を

答

定
期
的
点
検
実
施

棚
原

学
校
施
設
の
修
理
必
要
箇

所
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

危
険
を
伴
う
修
繕
は
優

先
的
に
行
っ
て
い
る
。

棚
原

私
の
と
こ
ろ
に
情
報
が
来

て
い
る
。
ト
イ
レ
の
ド
ア
が
破
損

し
た
状
態
で
使
っ
て
い
て
、
非
常

に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
て
い
る

と
。

教
育
長

現
場
を
確
認
し
前
向
き

に
考
え
て
い
き
た
い
。

他
に
も
こ
ん
な
質
問

問
公
共
施
設
ト
イ
レ
に
ベ

ビ
ー
チ
ェ
ア
、
お
む
つ

交
換
台
設
置
を
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6月18日（火）・19日（水） 開会予定

6月26日（水） 午後7時より イーフ情報プラザにて開催予定

次回定例会は

仲里庁舎１階にて
一般質問の様子を
テレビモニターで
ご覧いただけます。

６月定例会議会の傍聴へ行こう６月定例会議会の傍聴へ行こう６月定例会議会の傍聴へ行こう６月定例会議会の傍聴へ行こう

住民との意見交換会へ行こう!!住民との意見交換会へ行こう!!住民との意見交換会へ行こう!!住民との意見交換会へ行こう!!

　傍聴は議会の活動や町制の動きを知るチャンスです。本会議では、町民生
活に関わるさまざまな決まりごとや問題について、審議が行われます。また、
一般質問では、町長の考えを聞くことができます。

町民の意思を議会活動に反映し行動することができるよう、住民との意見交換を行う！！
議会活動報告等

島 内 現 場 視 察
　３月７日（木）全議員で島内現場の視察を行った。水質保全対策
事業（耕土流出防止型：仲里地区）、久米島霊園整備事業（納骨堂実

施設計）、大原ビーチ線整備事業（実施略設計）、風の帰る森プロジェクト推進
事業、子育て支援事業５カ所を視察した。工事の進捗状況や、問題点を確認した。

大原ビーチ線整備事業（実施略設計） 風の帰る森プロジェクト推進事業

子育て支援事業 水質保全対策事業（耕土流出防止型）（仲里地区）
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